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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例 (1/2)

平成23年度

河 川 分 類 ：

事業開始年度

大河川

工 法 （ 主 な ） ：

D（実施・施工時）

＜背景＞
　かつて、石巻市は川湊として栄え、川辺には多くの
住宅や船があり、川と住民の暮らしは非常に身近な
ものであった。当該地域には、昭和初期ごろ、小学
校の児童が旧北上川で泳ぎ、水の楽しさや恐ろしさ
を学ぶ場があった。
　しかし、平成23年3月11日に発生した東日本大震
災により、石巻市は甚大な被害を受けた。そのた
め、津波や高潮、洪水などの水災害から地域住民
や市街地を守る重要な防御線として、旧北上川の堤
防整備を令和2年度の完成を目指し、実施している。

＜目的＞
　旧北上川と市民が深く繋がっていることを念頭に、
東日本大震災により甚大な被害が生じた旧北上川
河口部において、洪水や高潮、津波から市街地を防
御するための堤防と「市民の集いの場」、「憩いの場
となる水辺空間」の整備を実施し、かわまちづくりを
促進する。
　当該地域においては、住吉小学校が隣接している
ため、子供たちが旧北上川の河道の変遷や水辺環
境を学ぶ自然の場を目指し、整備を図る。

＜住吉小学校ワークショップ＞
　新たにつくる堤防・護岸を、地域の特色や利活用
に配慮し、整備を進めていく上で、近接する住吉小
学校の子供たちの意見を聞くために、ワークショップ
を実施した。
　6～8名ごとの班に分かれ、グループワークを行
い、アイデアを書いた付箋を平面図に貼り付けた。
また、各自で「堤防でしてみたいこと、欲しいもの」の
絵を書き、発表会を実施した。

●実施概要
日時：平成25年11月
場所：石巻市立住吉小学校　体育館
対象：小学4年生～小学6年生　79名

●グループワークテーマ
堤防でやってみたいこと、欲しいもの

河川の流域面積： 2000m3/s セ グ メ ン ト ： 3

定性的

多自然川づくり取り組み事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

湿地、ヨシ原の保全・再生・創出、干潟、浅場の保全・再生・創出
築堤、護岸整備
歴史・文化への配慮、委員会、協議会等の開催

旧北上川における住民参加型の親水空間の整備
北上川水系　旧北上川

災害復旧
段 階 ：

1915 整 備 計 画 流 量 ：

課題・目的（主な）：

旧北上川で遊ぶ住吉小学校の生徒たち（昭和初期）

日和山より中央地区を望む（震災前 平成22年11月撮影）

グループワークの状況

ワークショップの状況
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取り組み内容・対策例 (2/2)

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

　

備考

0225-95-6503

問い合わせ先 東北地方整備局　北上川下流河川事務所

電話番号

＜関係機関と連携した各種検討会の開催＞
　かわまちづくりに関連する各関係機関で構成される検討
会等（専門家含む）を設立し、整備方針や課題解決に向け
た取り組み状況等について情報共有し、円滑な事業推進を
図っている。そして、検討会等で得られた意見を現場に反映
し、安全で賑わいのある水辺空間の創出を目指している。

●有識者による技術的な指導
課題
・干潟空間とヨシ原が同一水面上にある。
・ヨシの移植位置が生育環境に適していない。（水没深が大
きい）
・土砂の流出や干潟の乾燥が懸念される。
解決策
・干潟地盤高の見直し（笠コン高＞テラス高）
・自然な環境勾配の形成
・潮溜り（タイドプール）の作成
・ヤシロールやヤシマットを設置（土の流出防止、保水性の
維持）

＜アピールポイント＞
①水辺生態系の保全
→ 干潟空間、ヨシ原の創出
②自由に遊べる空間
→ 緩やかな法面勾配、腰掛けられる石積
③学習の場としての広さ
→ テラスにまとまったスペースの確保
④歴史
→ 旧堤の形状に合わせた曲がり
⑤安全対策
→ 川の深みに入らないよう、高く捨石を設置

＜まとめと今後の方針＞
　多数のワークショップや検討会を実施し、多様な意見
を取り入れながら、堤防の整備を進めてきた。
　令和2年度事業完了を目指し、施工中である（令和2年
11月時点）。完成後、隣接する住吉小学校等での環境
学習や市民の方々の集いの場、憩いの場としての利活
用が期待される。

住吉地区 工事状況 空中写真（令和2年11月）

整備のポイント イメージ図

有識者による意見を反映させた横断図

ヤシロール、ヤシマット設置状況（令和2年9月）


